
2. 中世の道路状遺構について

宮西遺跡の調査ては、調査c区西側の I• J -2グ

リッドから道路状遺構を検出した。その性格について

若干の検討を試みてみたい。

今回の調査によって検出した道路状遺構の長さは南

北がわずかに1.50m、幅は4回の改修を行っているた

め全体て東西14.OOm前後てあった。道路の方向は

N-50°-Eてあり、南西から北東方向にのびている。

さらに、南側にあたる調査F区からの検出はされてい

ない。検出した道路状遺構は、調査E区と F区の未調

査区を抜けるのか、あるいは、調査区中央を東西に走

る積道部分に伸びているのか不明てある。

麟状遺構と判断した理由は、第一に、平面観察お

よび断面観察において硬化面を検出したことによる。

第二は、硬化面の直下にピット状の凹凸が細かく残さ

れていた点て‘ある。第三は、硬化面の下部構造に掘り

方を伴い、掘り方内には版築構造とみられる埋土が観

察され、掘り込み地業が行われていた。波板状の掘り

込みは認められなかった。

道路状遺構は断面観察によって硬化面が4ヶ所検出

された。東側から第1号道路状遺構とし順次第2• 3 • 

4号道路状遺構とした。

第1号道路状遺構は、最も東寄りに硬化面を検出し

たものて、硬化面の残存幅1.20m、厚さ 6~20cmてあ

った。掘り方規模は東西幅約2.00m、深さ 8~20c両呈

てある。第 2号道路状遺構は、硬化面の残存幅0.88

m、厚さ 8cmて‘あった。掘り方規模は東西輻約0.80

m、深さ10c頑茎である。第3号道路状遺構は、硬化面

は蒲鉾状に中央部分が高くなっていた。残存幅2.70

m、厚さ 2~13cmてあった。掘り方規模は東西幅約

2.80m、深さ63cm程て‘‘ある。第4号道路状遺構は、硬

化面の残存幅1.20m、厚さ 5cmて‘あった。本道路跡の

掘り方は存在せず、地山面直上に硬化面を検出した。

第1~ 4号道路状遺構は、浅いながらも掘割状の形

態をとるものと考えられる。第3号は道幅が広く硬化

面も他に比較し最も硬い。また、第3号の硬化面には

多量の古代の土器片が混入していた。掘り方も深く、
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版築状の構造をもっていた。第1• 2 • 3号はほぱ併

行しており、いずれも掘り方をもつ点て共通していた。

第1号は第2号より、第2号は第3号より古いとみら

れる。第1号は第2号より硬化の度合いは弱く、遺物

もほとんど出土していない。第4号は、掘り方をもた

ず、第3号に壊されていた。第1~3号は北東から南

西方向に比較的まっすぐのびており、第4号は南西方

向に湾曲し他の道路遺構とはわずかながら方向が嬰な

る。

いずれの道路状遺構も、硬化面の直下には多くの凹

みがみられた、また、第3号は深い箱状の掘り方をも

つ点て他の道路状遺構とは異なる構造て‘あった。

道路状遺構からの検出遺物は先に述べたように第3

号の硬化面内に土師器・須恵器を伴う、これらの土器

群は 9憔紀第4四半期から10世紀初頭てあり、中世の

遺物は共伴しなかった。調査区の北側には大寄八幡神

杜が存在し、本道路跡は、現存する神杜境内に伸びて

いることになる。神社がこの位置にいつ建立されたの

か明らかてはないが、少なくとも、本道路跡が廃絶し

た以降と考えられる。このことから、概ね、平安後期

から中憔段階に造られた道路跡と考えられる。さらに、

遺構の構造や周辺の地理的環境をもとに検討を加えて

みる。

この時期の道路跡の調査例としては、埼玉県教育委

員会が「歴史の道」として中世の道鎌倉街道の現地調

査を進め、街道跡と伝えられる掘割状道路遺構の発掘

調査が、人間郡毛呂山町市場地区、比企郡嵐山町菅谷
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第62図 鎌倉街道と周辺遺跡分布図

-70-



館跡西地区、比企郡小川町伊瀬根地区、大里郡寄居町

赤浜地区て行われた。毛呂山町市場と小川町伊消許艮て‘

は掘割遺構が確認され、底面は平坦て両側に溝をもつ、

道路状遺構が確認された。寄居町赤浜ては、掘割状遣

構と片側のみ溝を検出した。（第63• 64図）

その後、寄居町教育委員会によってこの地点を発掘

調査が行われた。寄居町赤浜天神沢遺跡(1999 小林）

の調査ては、掘割状遺構と溝跡を確認した。掘割状遺

構は、掘割状に掘削する以外に、波板状の凹凸や地業

の痕跡は認められず、道路遺構て‘あった可能性を示す

ものは部分的に検出された硬化面のみと報告している。

また、溝跡は、直線的に約70m検出され道路側溝の可

能性が高いと指摘している。さらに、この溝の覆土上

面にも硬化面を検出し、側溝としての機能消失後の道

路面てあるとし、少なくとも二時期の道路遺構が存在

したとされた。遺構の時期は13世紀後半から15世紀前

半としている。寄居町赤浜の地は鎌倉街道上道が通り、

荒川の渡河地点をひかえた交通の要衝て‘ある。

埼玉県毛呂山町堂山下遺跡（1991 宮瀧）ても、道

路状遺構を検出した。この道路状遺構は鎌倉街道と推

定されている。堂山下遺跡の性格は越辺川の渡河地点

にあたり 14世：紀前半から16匪紀初頭まて‘‘存在した集

落と考えられている。集落は鎌倉街道に規制されるか

たちて方形の屋敷地が存在し、 15・世紀以降街道に沿っ

て建物が並ぶと指摘し、堂山下遺跡が「苦林宿」の跡

との見解が示されている。

東京都町田市野津上の原遺跡ては、 5本の道路状遺

構を検出した。この内、第1号道路状遺構は概ね南北

に走り、輻10~12m、深さ 2~4.5mと規模が大きく、

断面形態は「V」字状てある。底面の掘り方には無数

のピット状に連続して掘り込みがみられる。

このほか、群馬県ては、今井道上道下遺跡、小島田

八日市遺跡、吹屋遺跡、小八木志志貝戸遺跡、大八木

屋敷遺跡、中宿在家遺跡などて‘道路状遺構が検出され

た。神奈川県ては、中ノ宮北遺跡、いずみの遺跡A地

点、草木遺跡などても道路状遺構が検出されている。

宮西遺跡検出の道路状遺構は、 4回の道普請が行わ

れていた。最終の第3号道路状遺構としたものは掘り

込み地業をもち、底面にはピット状の連続する掘り込

みを検出した。こうした構造は、町田市野津田上の原

遺跡て‘掘割の底面に掘り込みをもつ構造と類似してい

る。しかし、本遺跡検出の遺構は幅2,8mと非常に狭

く、両脇の側溝を検出することがて‘きなかった。構造

上は中世のものと比較類似点も指摘て‘き掘割状道路遺

構としての性格を備えたものと考えられる。

ては、宮西遺跡検出の道路跡はどのような性格の道

路跡てあったのだろうか、まず、いわゆる鎌倉街道上

道についてみると、上道は、第62図に示したように寄

居町赤洪地区て‘荒川を渡河し、二方向に分岐する。上

道は現在の花園町小前田、中郷、寄居町用土を経て、

美里町、児玉町を通り藤岡方面に向かう。もう一方は、

花園町を縦断し、深谷市、岡部町を通り、本庄市方面

に向かう（便宜的に本庄道と呼称されている）。

小山川と志戸川に挟まれた後榛沢、榛沢地区は本道

からははずれている。このあたりの伝承によれば、寄

居町用土方面から山崎山東麓沿いに岡部町今泉に至り、

そこから、山崎山を越して後榛沢に抜ける道に鎌倉街

道もしくは鎌倉裏街道と呼ばれ、脇街道が存在した可

能性がある。後榛沢には榛沢六郎成清墓や安｛呆氏陣屋

などの史跡が存在する。街道はさらに、榛沢の集落の

南端て‘榛沢成清の勧請伝説をもつ大寄八幡神社の東側

を通り、そこから大きく西にカーブして小山川をわた

り、本庄市北堀から西富田を経て上里町七本木辺りに

出て藤岡方面に向かったとされる伝承がある。

一方、大正12年に調査された武田良助氏はこの本庄

道について、岡部町針ケ谷から先の伝承路線について

西に折れ、今泉に向かい、山崎山から北に残る裏街道

に繋がると推定されている。

これらの伝承は、鎌倉裏街道と称する道が、岡部町

針谷から西に折れるのか、あるいは寄居町用土から上

道と分かれるのか特定はてきないが、いずれにせよ、

岡部町西部の後榛沢、榛沢地区を通ることにはまちが

いないてあろう。そして、宮西遺跡の道路状遺構は、

道路規模が小型てあること、本道にみられる本来の直
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第63図 鎌倉街道の調査遺跡 I
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第64図 鎌倉街道の調査遺跡2
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第65図 沖田 Ill遺跡検出の道路状遺構
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線的計画線の道路とは嬰なり、地形や条里型地割りに

規制される傾向をもっていたと考えられる。宮西遺跡

の西側に位置する沖田III遺跡からは、道路状遺構が検

出されている（第65図）。検出された長さは22.50mて‘‘

ある。覆土には暗灰色の粘質土が硬くしまっており、

底面にはピットが連続して検出されている。本調査区

の真西にあたり、条里地割の坪線上にあたる。

宮西遺跡から検出された道路状遺構は、小山川と志

戸川に挟まれた後榛沢、榛沢を経て六反田遺跡を通り

本庄市五十子城に至る道の存在が示唆されるものの、

調査範囲も狭く、調査成果だけては、系統的な路線を

想定することに無理がある。館や集落を結ぶ地域連結

の道として機能し、本道に通じる街道の一部て‘ある可

能性が高いと考えられるが、周辺遺跡の調査成果を待

って検討を重ねる必要があり、今後の課題としたい。
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